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畑土壌の改良資材を伴う連年深耕効果について

新　開　信一郎・大　沼　　彪・青　柳　栄　助

（山形県鹿試最上分場）

1．　ま　え　が　舌

作業の合理化を図る意味で畑作他市においても執械導

入がなされ，大型トラクターによる耕起処理も毎年増加

の傾向を辿っておる．また耕転操作の殆んとは深耕状態

であり．このような学から畑深耕については各地で稜々

試験がなされ，深耕による意義効果の解明されたものも

少なくない．当塊においては昭和泌年夏作よ少東北地域

の連絡試験として，畑深耕による持続効果忙ついて取り

上げ，昭和訂年度に一応完了を見ているが．この結果単

なる深耕操作のみでは第2層以下の土鰻に，置換性塩基・

塩基飽和度．有効ろ0年等の阻害要因があれ深耕効果は

期待されす蜜ろ改良資材（庚カル．熔燐）の投入によっ

て効果が大きいことが明らかにされている・これらのこ

とから昭和茄年度より3ケ年計画で単なる一回のみの深

耕でなく，繰返し毎作とと劫甜排を実施しまた地盤造成

の意味で，競2層以下の土膿改良を意図し，改良資材の

投入を打をい肥沃膚の増加を計った吻合．年数経過に伴

なう作物に及ぼす影響並びに土儀の特性的変化について

昭和為年度馬鈴薯までにおける結果について検討を加え

た・

2．　試　験　方　法

区の構成を深耕馴巴，探耕踪肥堆肥加用，決耕多肥・

探耕多肥糎肥加用の夫々の区を設け，普通耕捺肥を対照

に窮1年日掛鈴善一燕麦．2年白陸稲．8年目馬鈴薯一

燕麦の幅作様式を板少試験継続期間は昭和溺年度工少迅

年度までの8ヶ年とした・をか渓耕操作はスコップを使

い探さ調印まで毎作とと耕潅し改良資材（熔燐）を粍耕

区のみ耕起前軌5耕起砕土直前h％5を全面軟布をし・

多肥は恕肥の5割増で施肥量及び絨毯概要は各作物の当

地における散華耕種梗概によって実施した・庚カルにつ

いては探耕初年目酸度検定後P・〟6・0を基準にした量を

施用し．第2作目以陣は普通糾同棲k㌔11・3とした・

古．編集並びlこ考察

1作物については第1作目の馬鈴薯では単なる無堆肥

決耕操作のみでは室長，分校数とも劣り・室も拙味で堆

肥施用又は多肥操作によって生育が俊少，寄主を見ると

ほゞ生育と比例的な傾向にある・即ち単なる無堆肥深耕

のみでは却って減収が見られト堆肥施用又は多肥の操作

によって5－畑％の増収が見られた．これは既応成績と

全く同様の傾向で当圃場の第1届（0－Ⅳ〝）は割合良く

管理されてお少或る程度肥沃化しておるが第2届以下は

非常に椅薄であ少・符に酸性強く・置換性苦土が少をく－

有効燐酸が少ないので紬卯もわ深耕操作によって第1層・

第2属が混合されるので．耕土の急変はまぬがれない・

従って施堆肥多肥の効果が期待されるものと考えられる・

之第2作目の旨刈燕麦については，刈取時の生育では

深耕の効果は判然とせず多肥の効果が執着で生育が良い・

収量も生育で劣る深耕区が僅か乍ら少ないが無堆肥探耕

線肥では馬鈴昔時に於けるよ少も収量比（普通耕対）に

おいて高く区間の差が第1作目馬鈴薯時より少ない・

a窮a作目陸稲については渓耕忙よる効果が生育収量

ともに顕著であ少掃長絢々短いが垂が太く稔実が良い・

また有堆肥多肥粂件等によって生背は優るが後半倒伏を

生じ稔実障害が見受けられ屑米が多く千枚重が一般に軽

い．狭軌橙肥の収豊比は溢％増を示し，堆肥加用・多肥

条件によって弟8日陸稲では出来過ぎ現象を来し完全に

土嘘の肥沃化が認められる．根群の分布も深耕区は根太

く深さ那所以上篭で達し堆肥施用による根の分布も大で

ある．

▲第4作目馬鈴薯については深耕実施の各区は生育で

俊少特に第1作目における馬鈴薯時工少も童は大味で索

敵多目に経過し・かなりの増収を期待されたが6月一杯

の期間断続的な降雨等不順天候で日照量ことに少な目で

あ少絶対収量においては弟1年目よ少も少ないが普通耕

に比較し収量比で＄％の増．また堆肥施用並びに多肥条

件によって増収しておるが増収比は差握でない・慣行栽

培では限度のように思われる・

良土劇の物理的調査については普通耕に比べ決耕区は

一敗に水分率が小さく土率が大となる傾向に多少深さ遁

仰一如何に於いて顕著で土盛鹿度も疾さ娼一助所が軟性

に富んでいる．また耕超回教が重なるにつれ空気率が概

して大きく特に堆肥加用によって扱者に見られる・

a跡地土凛並びに作物分析については第さ作陸稲勝地

土壌の深さ劫劇の位置において岨害する要因の改善も弛

められ作物の成分含有率も〃は深耕区が少なく馬、0石が多

い．晦に多肥妊於いて顕著でC40，物0の吸収量も深耕

区が優ってレしる■

以上のことから改良資材（熔燐）を伴なう連年降勅の

効果は第8年目以降になってその差も扱者で土凛の理化

学的変化にも好結果が弛められる・
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第1図　陸稲のもみ摺歩合と

玄米重の関係について

注．＝＝＝＝ざ36ばれhLエ上事重
＝＝＝二王a針脊刈えんぱく生草重

工＝ココ王∫37陸稲玄米呈

－∫38ばれhLエ上等呈

陸稲玄米まは晦ハ0〃て示す．

第2図　各作物の収量について　　　第3囲
各作物の普通耕対深耕土改比率
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第2表　跡地土農の化学性について

（第3作物陸稲跡）
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畑土壌におけ　る窒素の消長に関す　る研究

第3報　土壌中における施用HN3－N及び土壌塩基の移動

山　本　　　扱・小笠慮　国　雄

（東　北　成　就）

1．　ま　え　が　き

蝕蛮地土劇の生産力の推移を判定するため東北農試場

円の松林10厄開墾し作物的係と共同のもとに大豆，馬鈴

署・玉野黍の趣輪作区を設定，肥培管理としては燐酸棍

準施用区．3倍施用区を改定し牧草と対比しながら1劣0

年来試級を実施している．

著者等は上記試験の－頻として土盛肥料的立場から作

付体系及び肥培管塵の差異が地力にどのような変化をも

たらすか全敗に亘少検討を加えてきた．その中今回は厨

川火山灰土盛にかける窒素の消長について圃場条件下、

室円実駿で施用ルナ。－〟　の降雨による土盛中での移動、

併せて土農塩基の移動について検討を加えたので報告す

る．


